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項 自 回 繰 i時間
。数。大小と線分C袋短をと対応させ線分の加滋録作によb数の加減計算
1 手製計算尺 が可能なる事を理解させる。線分を白綴!?<Dとり方を変えて加減録作すれば異鹿の数計算が可能?を 2 
与を理解させる
。計算尺の腔史や手近な計算器としての計算尺の特性を知らせる
主 計算尺の知識 ns o生活I'C~ける級数の怠義の理解さぜる


















官 連続乗除計算 。概算:Kよる位どり決定に2まれさせる 8 
。日梅枝能検定生 ・5級程度の技術と怠欲をもたせる
(i)。 手袋計算尺
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(B) p • Q尺 (等間隔等比目盛)
100000 10000 1000 100 10 1 
1 10 100 1000 10000 100000 1000000 




2 32 18 8 4 
2 4 8 16 32 
IT 2 4 8 16 32 
(ロ ) M・N尺は等間隔等差目盛であるがとれで加減計算ができる
抑1]) 1 2十 26=3 tI
ζれを逆に行なえば減法ができる
。長さの和(重量)=教の和(差) なる事を把昔話させる












(ハ) p・Q尺は 1()凡 を目盛づえ等間隔等比国主援である
とれで前例。如意操作をすれば
〔例) lO+10 0J→10000 
。長さの和(差)=数の積舗)を知らせる。
との事から目盛のと 防を工夫すれば尺の加減Kょb乗附十蜘 z可能在る拶をわからせる


















(ニ) X. y尺はP.Q尺問機であるが 2nを目鎌つである。p・Q尺肺臓の結柴 .~日ち
長さの和(重量)=数の積(尚)がぬられる。尺の中央z数の中央であるから数債をとうたととる
以外は使われない。 ζれが使えるには，を考えさせる事により等間隔等比国畿に気付かせる。
X. y H.と計算尺tDC・D尺を比較させる。どちらも(1-2問。長さ)= (2- 4.間の長さ)=


































自 2-[i(l)区制一一一一 (c)のと b方









(ロ7教授用大型呂磁板 (D尺)で視競練習C後 U尺の目盛にカー・ノJレ線を合わせる。 D尺の自










。有効数字。首位。数が1の場合一一一- 2の近〈で 1/200 = 5/1000 
0 有効数字の首位の数が 2 - ~ ~~協会一-5~近〈で 2.5/1100 = 5/ 1000 



































(ハ) 0 (ua)長さ)ーいの長さ)及び (3の長さ)ー(6の鋭さ)として行なう
0/;.1;線下回はずれの際右耳目段下で続むと機械的に指導ぜずm=Tl fD司50えで重量検づけて納得さぜる
口初めは計算する数も谷も国分t誌な袈さ ないもので。位ど b も特~検耐を必唆としだいもので
。後K答は有効数字s桁読むよう習慣づける








































;L. 6 c 

















































































被乗除数 乗除数 ~ 最初の操作 最終c操作 自はずれ
乗法 Cl 

















が時関がかかるようであ f ても生徒a思考活動の余地もあ b体得させる K有効である。
。操作や目畿の読みを正確にするためとのあたりから許容誤差の範劉をせばめて指導する〈日商技
能検定はs数闘で:ta. 2 / 1 0 0 0) 
-ー43-
(ロ) 0 3数乗除は主主算形式の函から αXbXc。α十 bXc





























o s X 4の結果がC1尺q)}i基線下l吃出る，そζへ5q)長さを加えると考えさせる
、6
4 D~ ????? 、 3 X 4 X o 5 ?ー???ω ※ 
。長さの和が見緩い(第2数操作の結果が内尺右慈線下tてある〉
ゆIj) 空X3X5=SO
02 X 3の結果がC1 尺の布基線下~t:出ておるが ζ とから 5 q).長さを加える事はできない。それ
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。ヶーヅマーク Jt C JI を使つての円。求積の指導をするか "CH 。値の解明は来だゃれ~い。
月 教1司書 持獲要領 数 t 内 容
4 A (2) 逆 数 ol礎役隔で指縛するのでととでは扱わなャ tdogy司 t(l-10gx






4 A (2) 2乗・ 3乗 。数債を涼める事より 2粂$乗の意味の指導s.ねらいである
" 
ので計算尺は扱わない




i p!i V C11) 比例式川を求 o計算尺による指導It基礎段階で行なう
i ! める i . 
一-4 6ー 『
月 fUHt網蹄 1: J，;f 内 容 Ai 説
9 V C (2) 正比例のダラフ 。比例定数1iぴ8変数には簡単な数値のみを扱い計算尺tt!
わない
。V C (2) 反比例のグ77 。白緩の佐賀上位置を余計決めた方がよ〈そのためには計算
尺の使用が考えられるが2年lVで指導する事にしととでは
グラ7のIU!のるに止める
10 vl D (2) 耳1 位 。計算尺によるものは基縫段繕で指導する
3 I VI D (3) 図 形の求 厳 。円扇形以外は遷続乗除として指導する， 
s 1¥'Il D (8) 円 の面 M 0=3.1 -1とする事自体近似値であるから7tを含む計算に
は計算尺が遣する
















ヲ=cとすれば KGLf S=df 
2 
〆 v =(フd e 
g 」 4 
Jお.B、
三れは縫~訟のみの惜却で よい
B VI1l 。(3) r.~の前fa . 弧 。逮絵~U告計算を行なfてもよいが円の街積:â' C を使って求 μ(10gnu()-10ga) 
中心角 Ibζ れを伎っτ対熊 [l~として算出した方が時，\問が利 〈 =t' (log S -logA) 






a A m 
SGo=>S-T 
て解ける












7 I JVI C (l) I 'I=a xのグラ7I 0定数a及び自制Xは脚な数値のみを般うので計算尺州 s
わない
9 I V I Co} I y=号のグラ7 。スム 4 なグラ7を書くに低位置を余計きめなければならなIt.ilc町:=t.t(log・1ogx)
|同y=l喝さ
a 1 a ~ l' y=x I 1=: 
Cl I x.3 x~ :X;1 ( 1--
DI 13 y2 '11 a I 
9 ! V I C (z) I z乗に比例 102jに比例2j主に反比例は数債を求めたグラ7を書く事によ
り具体的解こ抱擁させる6ζれには計算尺が適する
2 




cレヰ1 x2 x，8 . I 
AI_e.→ー y2--'I3ー |
9 I V I C (2) I 2乗花氏比例| 1 1 Y= x2 τμ10g戸手1(1-10gx) 
10gy:=2・zlogx
X8 xt xl 100 
1=一
x2 







x3 x2 Xl l/ -メdogx

















持 内 容 解 鋭
尺 10献はほとんどの場合有効数字1桁の数値が使われるので |瓜of!i=1l (logx~ 1噂)
計算尺使用の意義は州






1: 2=y : x 













? ?? ? ?? ?』?
2 I X I E(2} I I似比と面積比 | a2 x μ。(loga-logb)
b
2y 2tμ(10gx~10g的
b a 2108ib =10g
三
y 





























I r 1障措指導妥鋭 #z 材 内 容 1事 説
117 u A (1) 平 方 02有!Vでも学習するととがと ζでは数表のかわりとしての
iHi有用性をi君ゐさせ位どりになれさせる
y= X2 











E G(1) 二次関数のグラ7 o 2~手Vで学習ずみである。 C • D尺kA尺のE自逮操作担こF
怒なれグラ7が手速〈書けるように
‘ 

















月潟地指導要領 教 材 内 容 解 & 
。計算尺の数表主tH量った意義有用伎を認めさせる
' 
10 V CU) 皮数分布 。ヒXトグラムを作るに各級関のm:散を%でとる
-
級問の番号 l 2 . 1 . μlogx:平(J.~-埼。
その度数 fl fZ . fi .. 総度数-0 f 1句界=log一- -n 
その % Xl X2 .. Xi . x=2〈X100)
n〆
fd + -ie 話z 
字4
10 V C (4) 質術平均 。険法で行たえる
1 I "wl DO) 三1fl回数 。三角翻数衰の使用をJltfきせた後計算尺な敬う S1とTlの尺皮方程式に
ついて
。生徒施!準の計算尺は包盛が皮単位の10滋法であるので SI 位以(ー 10gaお四)
分uはζれを度g:換算する







tanl'!:争cinl匂 00003 紛附Z糊E 。S1a=;μ(1-(ゐ伊加)1:
とどめる =ぷ(l+logalnx)
T1e:弔:(1・(ー.logt削減)






1 ~1I D iE 後。
x=回 nら
① 6主三×三五 450 の場合 μlomt司(J..I(J噂 a似)





月捌轡!給湯醐 教 M 内 F世治 鯵 説
.@ 46.~84"の場合 μlogy=郭(・logtan
y=t.a一m--uno1o--x) Kして〆 (90九 x)) 
i 




( ~-抗anx ~Y 。 -1x μlog~訂正(logp+(1+ x=t8n - logtanx)) a 










(Tl) Jtanx= 七州OOO-x) gtan (OO"-X)) 
c|1 (960e吋nJ9 
~t 







ム勺。 a Y= tanX 
① 伊三三河王;4 ~ の場合 y 
μlogy:ヰt(1oga-(1+ 




(内尺をA裏入れかえればDRで答が読める) y= tanX 






月 掛司締鞠 ~ 材 内 容 ~ 言t
@ 生 6 .く〉も84~ の騒音
a μlogr-手l~oga+ (l十
F 一一=叫an(900- x)として (logta n (90 o_ x) )) 七anx
(山) |
y=1oaも<1n(90'Lx) 
a 〆 v F .白10石a 
y 
※ . 位どりを無貌すれば
1 1 VI1l D 正
y = sinx 
弦 。( -1 06壬〉逗 由。















， a 可町 {瓦)〆
D I ~Osin ~ 次
。 a y= 5inX 








※ y a 










月総4書開鞠 教 材 I'l 容 解 ~ 
。(4 μ10gy司 11).0ef¥+(1+ 1ogo1n (900-抑a y:10a瓜n(90.-x) 
デ司Oacoox
位どりを録復すれば
a 4b (0伊-〆x) FOOOSX 
y 
※ 
、。 a a f，iJ.ogy司 lo.oga-(l+
y=ぉsx= sin (90"-x) 
ぷゴ




J訳 (件? y=10∞sx 
y 位どりを然観すれば
o I [10∞ a a 
↑ 1=00sx 
(内尺を表裏入れかえればD尺で答が読める)
4S20l l | tωcos~ レ900-x 
柔
a 






作)乃| y= loabsinx 2 
位どりを叙観すれば
@ . 
y=土absinxω | 2 2 
※ y . 
. 
- 54ー





。内尺を表裏左右入れ替え Sl 尺をS尺としτ使うので IH~
が2走みづらい
。a b c 
sinA一 風nB一J亙1Eh- /f.、 bG7ヘ μ( (l-!lOS:町ル1喝母同 (加申1nQ・19劇
同((1-10伊inC)・10割
t a 
10sa inr 10sb inE一. 
¥ :-
。
A B' c 
位どりを無視すれば
a b 。
a b 。
百日~ sinB=;叫
おわりに
。計算尺指滋Kは問題点が多〈。目盛の読みの指導。位どb決定の方法。ずらし尺度の扱い方の程
度。問題解決。窓考能力と苦悌;技術との関係。そ-v{也のどれをと b上げても深〈論ず~内容がある。
しかし，ととでは紙数C制限もあるので個々の問題を追求する事は止め 『はじめl宅JfD想図に従う
てのぺた。
。数学科以外の教科と計算尺，というと 1まず部ヰがあげられょうかとれも紙数の都合で省略するQ'
o計算尺を指導する芸容による数学科内の他の教材への効果は次の諸点、を中心として期待できる。
。鰻念的でな〈実際的危近似値と概算の意味と感覚の把握
。教師は見落しがちであb生徒も 祭外カを欠〈概算とイ立どb決定の能力の育成
。計器類の自主筆の読み方の能力の養成
。段階づけて自分の能力a:'&IJれる理事から ζれK努力する態度ととれを通 して数学への自信
o 2&fで平方根.s年でlEi弦比例等基準よb先んじてスムース!tL学習できるa
。実験学級的な扱いをし~いので計算尺を指導した生徒と指導しない生徒との数学学力の客観的な
比較の資料はもたず，又理屈ぬきで傑作を指導した場合と理論的君主味づけ在して指導した場合の学
カ比鮫の具体的資料ももたないが，理屈Ib.きで指導した数年閣の経験と反省からより良いものとし
てζのような指導体系を作ったという喜多と，平方板など計算尺では一年早めて指導した惑によりと
れの応用計算が出題される日商技能検定s級に 2&手で合絡したb数学への怠欲も増し成績も向上し
ているといラ事を断言できる。
。以上のべたととろのあるものは教育理論から器具りであった!?，あるものは自分の一人ょがbであ
ったbで不備，(D点の多い事を恥じている。先室長の御指導をいただきたく考える。
ー 55-
